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２次関数　判別式の利用
2次方程式ax2＋bx＋c＝0の解(実数解)の個数は

(1)D＝b2－4acが正のとき2個

(2)D＝b2－4acが0のとき1個

(3)D＝b2－4acが負のとき0個

y＝ax2＋bx＋cとx軸との位置関係

(1)D＝b2－4acが正のとき共有点2個(2点で交わる)

(2)D＝b2－4acが0のとき共有点1個(接する)

(3)D＝b2－4acが負のとき共有点なし。

例題
(1)次の2次方程式の解の個数を答えなさい。

①x2＋3x－2＝0

②2x2＋x＋3＝0

③4x2－12x＋9＝0

④x2－3
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＋6＝0

(2)二次方程式2x2＋6x＋k－5＝0が実数解をもつように、定数ｋの値の範囲を求めよ。

(3)2次方程式x2－4x＋k＋5＝0の解の個数を調べなさい。

(4)2次関数y＝x2＋4x＋2－mのグラフがx軸に接するとき定数ｍの値を求めよ。

　また、そのときの接点の座標を求めよ。

解答・解説

(1)　

①判別式D＝32－4×1×(－2)＝17　よって判別式が正なので2個

②判別式D＝12－4×2×3＝－23
よって判別式が負なので0個

③判別式D＝122－4×4×9＝0
よって判別式が0なので1個

④判別式D＝(3
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)2－4×1×6＝3
よって判別式が正なので2個

(2)二次方程式2x2＋6x＋k－5＝0が実数解をもつように、定数ｋの値の範囲を求めよ。
　実数解を持つのは判別式D≧0のときなので、

　　D＝62－4×2×(k－5)
≧0

　　　　　　36－8k＋40
≧0


　　　　　－8k
≧－76
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≦
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(3)2次方程式x2－4x＋k＋5＝0の解の個数を調べなさい。

　判別式をDとすると、D＝42－4×1×(k＋5)＝－4k－4

　D＞0　とすると、－4k－4＞0　よってk＜－1

　D＝0　とすると　－4k－4＝0　よってk＝－1

　D＜0　とすると　－4k－4＜0　よってk＞－1

k＜－1のとき異なる2つの解を持つ。

　答
k＝－1のとき重解を持つ。


k＞－1のとき解を持たない。

(4)二次関数y＝x2＋4x＋2－mグラフがx軸に接するとき定数ｍの値を求めよ。

　また、そのときの接点の座標を求めよ。

　接するのは判別式Dが0のとき。

　D＝42－4×1×(2－m)＝16＋8＋4m＝4m＋8

　　4m＋8＝0よりm＝－2

　このとき2次関数はy＝x2＋4x＋4＝(x＋2)2　よって接点の座標は(－2、0)



(答)　m＝－2、接点の座標は(－2、0)




























参考：解の公式
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